
第２学年２組  理科学習指導案  

指導者   河村  拓哉  

 

１  単元   ワイヤレス充電のしくみの探究  〜電流と磁界〜  

 

２  指導の立場  

＜子どもの実態から＞  

 子どもは小学校において，電流が流れているコイルが鉄心を磁化し，電磁石ができるこ

とを学習している。そこでは，電磁石のはたらきを，電流の大きさや流れる向きと関係付

けながら探究を実践してきた。このような子どもが，モーターや発電機などのつくりとし

くみから疑問をもち，観察・実験を行い，探究を実践することで，電流と磁界に関する事

象を日常と関連付け，主体的に規則性や関係性を見いだそうとするだろう。  

 そこで，単元を構想するにあたっては，次のような教材を設定する。  

 

＜教材について＞  

 本教材は，モーターや発電機などのつくりとしくみについて，観察・実験を通して，電

流と磁界を関係付けながら探究する。子どもは，身近なもののしくみを考える上で，コイ

ルを流れる電流のようすが磁界に与える変化を調べたり，磁界の変化から電流がどのよう

に流れるかを調べたりして，磁界に関する理解を深めるであろう。ここでは，身近なもの

を取り上げ，子どもの素朴な疑問から探究を実践していくことを大切にしたい。  

そこで，指導にあたっては，次の点に留意する。  

 

＜指導上の留意点＞  

○  第一次では，ワイヤレス充電器のつくりの中にコイルがあることを取り上げ，コイル

や電流のまわりの磁界のようすを観察し，磁力線で表す学習を設定することで，実験の

結果から考察を行い，磁界のようすを捉えられるようにする。  

○  第二次では，モーターの中にコイルと磁石があることを取り上げ，磁界の中で電流に

生じる力について，電流と磁界と力の向きや大きさに注目して実験で調べる学習を設定

することで，実験の条件を整理して，磁界と電流と力の関係性を捉えられるようにする。  

○   第三次では，発電機のつくりの中にコイルと磁石があることを取り上げ，電磁誘導が

起こる条件や誘導電流の規則性を調べる実験を設定することで，実験結果から考察を行

い，磁界の変化と電流の変化を関係付けて捉えられるようにする。  

○   第四次では，ワイヤレス充電器で充電するしくみについて，学んだことを活用しなが

ら，仮説を検証するための計画を立案し，共有して振り返る場面を設定し，子どもが主

体となって探究を実践することができるようにする。  

 

３  目標   

⑴   電流と磁界に関する事象を日常と関連付けながら，電流と磁界の関係性や規則性を

理解し，それらの観察・実験などに関する技能を身に付けること。                                      

⑵   電流と磁界に関する事象について，課題を解決する探究を実践し，電流と磁界につ

いての規則性や関係性を見いだして表現すること。  

⑶   日常と関連付けながら，電流と磁界に関する事象に進んで関わり，探究を通して総

合的に見たり考えたりしようとする態度を養うこと。  



４  well-being につながる学びについて  

本学園では， well-being を「個人だけでなく，社会や地球環境まで含めた全体的に良

好な状態」と捉えている。 well-being の実現には，教科等の本質に迫る授業で身に付け

た資質・能力を，人生において自在に発揮できる子どもを育成することが必要不可欠であ

る。そのためには，エージェンシー（変化を起こすために，自分で目標を設定し ,振り返

り，責任をもって行動する能力）の育成及び発揮が重要な課題であると考える。  

本学園の理科部では，自然の事物・現象に興味をもち，理科の見方・考え方を働かせ，

科学的に探究する力を身に付ける授業が，教科の本質に迫る授業だと捉えている。また，

エージェンシーを発揮している姿を，設定した仮説について，他者と協働して実験・観察

を基に検証したり，吟味したりする活動を繰り返し，課題解決に向かう姿だと捉えている。

本単元においては，モーターや発電機などの身近なもののつくりに注目し，子どもが理科

の見方・考え方を働かせて，そのしくみについて課題を把握し，探究する活動を設定する。

また，その学習の中で，探究の過程を子どもに委ねる機会を設定する。身のまわりの事象

から課題を見いだし，子どもが主体となって探究を遂行する様相がエージェンシーを発揮

した姿だと考えている。  

このような学習を経験した子どもは，自然の事物・現象に主体的にかかわり，経験や観

察・実験を基にした科学的探究の過程を実践できるようになり， well-being の実現につ

ながるだろう。  

 

５  単元指導計画（総時数１０時間）  

次  学習活動・内容  
エージェンシーを  

発揮するための手立て  
重視する探究の過程  

一

③  

○  ワ イ ヤ レ ス 充 電 器 の 中

の コ イ ル に よ っ て 何 が 起

こるのかを調べる  

・磁石の磁界のようす  

・電磁石の磁界のようす  

・ 電 流 が つ く る 磁 界 の よ う

す  

〇  ワイヤレス充電器の充電

のしくみに疑問をもたせ，

部品のコイルに着目するこ

とで，電流と磁界に関する

学習の見通しをもち，探究

への意欲につなげることが

できるようにする  

考察・推論  

 磁 石 や 電 磁 石 ， 電 流 の ま わ り

の 磁 界 に つ い て ， 鉄 粉 や 方 位 磁

針 を 用 い た 実 験 の 結 果 か ら 説 明

する  

二  

②  

○  モ ー タ ー の 中 の コ イ ル

を も と に ， 磁 界 の 中 で 電

流が受ける力を調べる  

・モーターのつくり  

・電流が磁界から受ける力  

〇  モーターの部品にコイル

と磁石があることに着目さ

せることで，磁界と電流の

相互作用を予想し，身近な

ものと学びの関連を感じる

ことができるようにする  

結果の処理  

 電 流 が 磁 界 か ら 受 け る 力 に つ

い て ， 電 流 と 磁 界 と 力 の 向 き と

大 き さ に 注 目 し て 実 験 を 行 い ，

条件を整理して調べる  

三  

③  

○  発 電 機 の し く み を も と

に ， 電 流 を 発 生 さ せ る 方

法を調べる  

・発電機のつくり  

・電磁誘導  

○  電 流 に は 直 流 と 交 流 の

２種類があることを学ぶ  

・直流と交流  

〇  電磁誘導の実験を通して

調べ，まとめ，説明させる

活動を設定することで，電

磁誘導が起こる条件や規則

性を子どもが見いだすこと

ができるようにする  

結果の処理，考察・推論  

 電 磁 誘 導 が 起 こ る 条 件 や 規 則

性 に つ い て ， 磁 石 や コ イ ル ， 検

流 計 を 用 い た 実 験 の 結 果 か ら ，

条件を整理しながら説明する  

四  

②  

本

時

１

／

２  

●  ワ イ ヤ レ ス 充 電 器 で 充

電できるしくみを調べる  

・仮説の設定と検証計画  

・探究の実践  

〇  仮説を検証するための実

験を計画し，全体で共有し

て振り返る場面を設定する

ことで，子ども自身が探究

に責任をもって取り組むこ

とができるようにする  

仮説の設定，検証計画の立案  

 学 ん だ こ と を 活 用 し ， ワ イ ヤ

レ ス 充 電 で 充 電 す る し く み を 考

え ， 仮 説 を 検 証 す る た め の 実 験

を計画する  

 

 



６  本時案  ―第四次・１時分―  

⑴   主眼   ワイヤレス充電器のしくみついての仮説を設定し，仮説を検証する実験を計  

    画する活動を通して，課題を把握し，探究を実践しようとすることができる。  

⑵  準備   学習プリント，実験道具  

⑶  学習の展開  

学習活動・内容（発問）  予想される子どもの反応  指導上の留意点  分  

１  本 時 の 学 習 の 課 題 を 把 握

する  

 ワ イ ヤ レ ス 充 電 は ， ど の

よ う な し く み で 充 電 し て い

るのだろうか  

・課題の把握  

・本時の学習への見通し  

 

ア  ふれていなくても電流が流れ

るのはなぜだろう  

イ  コイルが入っているから，電

磁誘導が関わっているだろう  

・  身近な製品を取り上

げることで，そのしく

みについて，本時で探

究 す る こ と を 明 確 に

し，見通しをもてるよ

うにする  
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２  ワ イ ヤ レ ス 充 電 が ど の よ

う な し く み で 充 電 し て い る

かを考える  

 ワ イ ヤ レ ス 充 電 器 の モ デ

ル 実 験 装 置 で ， 電 流 が 流 れ

続 け る に は ど う す れ ば よ い

だろうか  

・仮説の設定  

 

 

 

 

 

 

３  ワ イ ヤ レ ス 充 電 で 充 電 す

る し く み を 検 証 す る 実 験 を

計画する  

 ど の よ う な 実 験 を 行 え

ば ， ワ イ ヤ レ ス 充 電 の し く

み を 検 証 す る こ と が で き る

のだろうか  

・実験計画の立案  

 

ア  コイルが動けば，電流が流れ

続けるだろう  

イ  電流の大きさが連続的に変化

し続ければ，電流が流れ続ける

だろう  

ウ  コイルに電流が流れたり，流

れなかったりすれば，電流が何

度も流れるだろう  

エ  直流ではなく，交流を用いる

ことで，誘導電流が流れ続ける

だろう  

オ  どうすればより効率良く充電

できるのだろう  

 

ア  電流を流した一方のコイルを

動かしたとき，電流が流れるか

どうかを確かめよう  

イ  コイルに加える電圧を電源装

置で連続的に変えたとき，もう

一方のコイルにどれだけ電流が

流れるのかを確かめよう  

ウ  スイッチのオンとオフを素早

く入れ替えることで，連続的に

電球が光るのではないか  

エ  どれくらいの電流が流れてい

るかを調べるためには，検流計

を使えばいいのではないか  

 

・  実際に実験で用いる

装置を示すことで，検

証のための実験をイメ

ージできるようにする  

・  一方のコイルに電流

が流れるようにスイッ

チを入れるだけでは他

方のコイルに誘導電流

が流れ続けないことを

確認し，課題として認

識させることで，子ど

もが自らの力で仮説を

設定できるようにする  

 

・  提示している実験器

具以外に必要なものが

あれば相談の上で用意

することで，自由な発

想で実験を計画するこ

とができるようにする  

・  考えた方法につい

て，根拠を示すように

促すことで，何に着目

して考えたのを明確に

することができるよう

にする  
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３  立 案 し た 実 験 の 計 画 を 振

り返る  

・各班の計画の共有  

・自分の計画の振り返り  

ア  他の班の考えをきいて，自身

の実験計画を見直してみよう  

イ  他の班の考えをきいて，自身

の実験計画に自信がもてた  

・  各班の計画について

質疑応答の機会を設け

ることで，他の班と比

べて，自分の計画を振

り返り，計画をより確

かなものにし，探究を

深めることができるよ

うにする  50 

⑷  評価規準と方法  

これまでに学んだことを活用し，ワイヤレス充電で充電するしくみを検証するための

実験を計画することができたか，学習プリントの記述からみとる。  



＜メモ＞ 

指導と評価の計画  

次  
時

間  
ねらい・学習活動  

重

点  

記

録  
備考  

一  

１  

・  鉄 粉 と 方 位磁 針 を 用 い て ， 磁 石 と電 磁

石 の ま わ りの よ う す を 観 察 し ， 磁石 や

電 磁 石 の まわ り の 磁 界 の よ う す を調 べ

る。  

・  磁 界 の よ うす を 磁 力 線 で 表 す こ とが で

きることを理解する。  

知   

・  磁石や電磁石のまわりの磁界の

よ う す を ， 適 切 に 記 録 し て い

る。  

・  磁界の向きや強さが，磁力線を

用いて，どのように表現される

か説明している。  

２  

・  鉄 粉 と 方 位磁 針 を 用 い て ， 導 線 を流 れ

る 電 流 の まわ り の 磁 界 の よ う す を観 察

し ， 電 流 のま わ り の 磁 界 の よ う すを 調

べる。  

知  ○  

・  電流のまわりの磁界を，電流の

大きさや向きに注目して説明し

ている。 [記述分析 ] 

３  

・  実 験 結 果 から ， ま っ す ぐ な 導 線 に電 流

が 流 れ た とき に で き る 磁 界 の よ うす を

理解する。  

・  輪 に し た 導線 や コ イ ル に 電 流 が 流れ た

と き に で き る 磁 界 の よ う す を 説 明 す

る。  

思   

・  実験結果から，まっすぐな導線

を流れる電流による磁界の規則

性を説明している。  

二  

４  

・  磁 石 と コ イル か ら な る 電 気 ブ ラ ンコ の

実 験 装 置 を用 い て ， 電 流 が 磁 界 から 受

ける力について調べる。  知  ○  

・  電流が磁界から受ける力につい

て，電流や磁界の向きと大きさ

が変わるとどのように変化する

か に 注 目 し て 説 明 し て い る 。

[記述分析 ] 

５  

・  実 験 結 果 を整 理 し ， 何 を 変 化 さ せる と

何 が 変 化 した か の 条 件 に 注 目 し ，電 流

が 磁 界 か ら受 け る 力 の 規 則 性 を 見い だ

す。  

・  電 流 が 磁 界 か ら 受 け る 力 の 規 則 性 か

ら ， モ ー ター が 回 転 す る し く み を説 明

する。  

思   

・  実験結果から，電流が磁界から

受ける力について，電流や磁界

の向きと大きさに注目して規則

性を説明している。  

・  モーターが回転するしくみを，

電流が磁界から受ける力の規則

性から説明している。  

三  

６  

・  磁 石 や コ イル ， 検 流 計 を 用 い て ，電 流

を 発 生 さ せる 方 法 を 調 べ ， 誘 導 電流 が

流れる条件を見いだす。  

知   

・  磁 石 や コ イ ル ， 検 流 計 を 使 っ

て，誘導電流が発生しているか

を調べている。  

７  

・  誘 導 電 流 の向 き や 大 き さ を 変 化 させ る

た め に は どう す れ ば よ い か を 調 べ， 磁

石 の 極 や 磁界 の 向 き ， 磁 界 の 強 さや コ

イルの巻数に注目して説明する。  

思  ○  

・  実験結果から，実験の条件を整

理しながら，電磁誘導の規則性

を説明している。 [記述分析 ] 

８  

・  電 流 に は ２種 類 が あ る こ と を 理 解し ，

発 光 ダ イ オー ド の 点 灯 の よ う す を観 察

し，直流と交流の特徴を調べる。  

知   

・  直流と交流を理解し，直流と交

流によって現れる現象のちがい

を説明している。  

四  

９  

・  ワ イ ヤ レ ス充 電 で 電 流 が 流 れ 続 ける た

め に は ， どの よ う に す れ ば よ い かを 考

え ， 考 え たこ と を 検 証 す る 実 験 を計 画

する。  

態   

・  ワイヤレス充電で充電するしく

みを検証するための実験を計画

する中で，学んだことを活用し

ようとしている。  
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・  自 分 た ち が計 画 し た 実 験 を 行 い ，ワ イ

ヤ レ ス 充 電で 電 流 が 流 れ 続 け る 条件 を

検証する。  

・  他 の 班 の 実験 や 実 際 の ワ イ ヤ レ ス充 電

の し く み と比 較 し ， 自 分 た ち の 実験 を

振り返る。  

態  ○  

・  これまでの探究を振り返り，自

己の学びの変容に気付こうとし

ている。 [記述分析 ] 

 


